



1964（昭和 39）年以来 56 年ぶりの東京オリン
ピック・パラリンピックの開催が迫り，大阪では


























































2018 年 11 月 30 日受付



























































































































和 15）年 9 月 23 日の読売新聞によれば，東京の
省線，市電，バスでは，「われ勝ちのごった返し
が演じられて遺憾の点多く」という状態だった。















15）年 9 月 5 日の朝日新聞には「街の秩序をまも
りませう」，「先着順に一列乗車」と呼び掛ける東
京府，東京市，鉄道省主導で展開された「交通道





























1943（昭和 18）年 8 月 1 日の読売新聞では，「決
戦輸送力強化運動」の開始が報じられている。こ
れは「帝都の交通輸送力を強化」するための運動
で，8 月 1 日から 31 日までを準備期間，9 月 1





































26）年 6 月 18 日には混雑した国電日暮里駅跨線
橋で乗客が押し合いして転落，十余人の死傷者が
出ている。（1963 年 4 月 7 日読売新聞）



































































1957（昭和 32）年 1 月 9 日の読売新聞には 1












売新聞，1958 年 4 月 21 日）
III.　高度経済成長期以降
１．1960年代－整列乗車普及























いう。（毎日新聞，1997 年 4 月 9 日）
整列乗車320































1980（昭和 55）年 8 月 3 日の読売新聞は，ラ
ッシュ時間帯はマナーが洗練され，主要駅では 3
列に並ぶ整列乗車を実践しているとし，さらに丸













































































東海 3 県では，1996（平成 8）年に JR 東海が，
整列しないで割り込まれたといった苦情が多いた
め，警察の協力のもと，マナー向上運動を始めて
いる。（朝日新聞，2002 年 7 月 30 日）





九州でも，2016（平成 28）年 5 月 19 日読売新
聞長崎版によれば，JR 九州長崎支社が，整列乗
車や座席の譲り合いを呼び掛けるマナーポスター











































1992（平成 4）年 2 月 16 日 朝日新聞大阪版も「関
西には駅の整列乗車がない」と嘆き，1993（平






ャンペーンを行い，約 1 万 5 千枚のポスターを張
り出したりして，キャンペーンを続けているが（朝









































































年には主要駅停車時間は 1 分か 2 分，中間駅は




















































当時鉄道省は，発車が 1 駅で 30 秒遅れると中野，














































































































































































































































































































なかった。（読売新聞，2001 年 6 月 30 日）
痴漢対策として首都圏で次々導入された女性専









が，2002（平成 14）年 5 月 15 日読売新聞「関西
おもしろ文化考」では，大阪人が反発する東京式
の整列乗車を「軍隊的な流れ」と表現している。


















































































































































全部で 97 件にも及んだ。特に明治初年から 10 年
代には「六大巡幸」が集中的に行われた。六大巡
幸とは，（1）1872（明治 5）年 5 月 23 日〜 7 月
12 日，近畿・中国・九州地方，（2）1876（明治 9）
年 6 月 2 日〜 7 月 21 日，東北地方と函館，（3）
1878（明治 11）年 8 月 30 日〜 11 月 9 日，北陸，
東海道地方，（4）1880（明治 13）年 6 月 16 日〜
7 月 23 日，中央道地方，（5）1881（明治 14）年
7 月 30 日〜 10 月 11 日，東北・北海道地方，（6）
1885（明治 18）年 7 月 26 日〜 8 月 12 日，山陽
道地方である。
こうした天皇の行幸はたとえば 1876（明治 9）
年 5 月 18 日の読売新聞「奥州巡幸の休憩，宿泊






















































1894（明治 27）年 12 月 9 日東京市主催祝捷大会
が組織され，市民は日比谷公園に集合し，仮装で
上野公園のイベント会場へ行列している。1906
（明治 39）年 4 月 30 日には日露戦争凱旋観兵式





















































































































































































































































































































































































































































橋爪紳也，1998，『祝祭の < 帝国 >』，講談社
橋爪智之，2017，「日本流“ホーム乗車位置”は英国で根
























































































2018 年 11 月 25 日閲覧
